
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

                                       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月といえば、だんじりですね。勇壮なお祭りにファンも多く、一気に鳳は盛りあがりました。 

２０１７年１０月１日 

発行所：医療法人三谷ファミリークリニック 

発行人 / 巽欣子・三谷和男 

〒593-8324 堺市西区鳳東町 4 丁３５４－１ 

電話 072-260-1601  FAX072-260-1603 
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 鳳は、毎年 10月の大鳥大社（美波比神社）の秋祭り、だんじりを軸に

一年があると言っても過言ではないほどの盛り上がりをみせます。6日の

宵宮は各地区の自主曳行、７日の本宮では連合曳行。大鳥大社に宮入後、

次々に熊野街道を駆け抜け、鳳駅前の交差点では商店街のアーケード内か

らだんじりが全力疾走して飛び出す光景は圧巻で、ファンが多く詰めかけ

ます。８日の残宮では、昼間パレード、夜には後連合曳行が行われます。

祭りの勇壮さは日本一、と私は思います。 

 

 

すが、数十キロメートルに達したこともあります。として午前８時すぎに

兵庫県に「竜巻注意情報」を発表しました。 

気象庁は、４日は局地的に大気の状態が不安定になっているため地元の気

象台が発表する情報に十分注意するよう呼びかけています。メリカ軍の攻

撃を受け、沈みました。教師をしていた祖母は、出征の時「お国のために

死んでこい！」と送り出し、家で泣いていたことを何回も祖父から繰り返

し聞かされました。悲劇は二度と繰り返してはならない、不戦の誓いを新

たにする 8月です。 

【ニュース】 

１．診療日の変更をお知らせします（再掲示）。 

10月６日（金曜日）７日（土曜日）は、恒例の大鳥

美波比（みはい）神社のだんじりで、お休みをいただき

ました。恒例の行事で鳳のまちは活気にあふれましたね。 

２．骨そしょう症の検査の日程 

１０月はお休みですが 11月は２１日（火曜日）です 

 ３．市民講座（医師会主催）が開催されます 

（テーマ：自宅で死を迎える） 

 日時：2017年 11月 29日（水曜日）14時 30分～16時 

 場所：堺市西区役所ウエスティ ７F 

  

 

の道に進みたいと祖父母を困らせたという話をよく聞かされました。私が大学時代「そろそろ漢方勉強したいんやけど」

と父に問うと、「医道の日本」という雑誌を持ってきて「坊主、これ読んどいたらええわ。」と増永先生の論文を渡され

ました。「増永先生はなあ、指圧の道で頑張っておられる。何よりも東洋医学の本質をみてはる先生や。」その内容に私

は感動しました。東洋医学を学ぶ上では、科学的な視点はもちろん、そのベースとなる哲学を抜きにしては語れないこ

とを知ったわけです。先日、聖路加の津田篤太郎先生が増永先生の事を取り上げられていて、私は医師として歩み始め

た頃のことを思い出しました。私が卒業した 1983年には先生はもうお亡くなりになっておられましたが、それまでの

論文をまとめた「経絡と指圧」が出版され、私は喜々として何度も何度も読み返しました。ある日の外来で「先生、こ

の間のお薬ほんとによく効きました。ありがとうございました。」と患者さんが喜んで帰られたあと、父は私に「坊主、

くすりはなあ、あんまり効かへんほうがええねんで。」と、ぼそっとつぶやきました。その意味を理解するのに時間はか

かりましたが、私の漢方の基礎はここにあります。「○○湯が驚くほどよく効く」ことも大事ですが、せっかく休息のき

っかけとなる「症状」がでてるのに、むりやり消してすぐに仕事に向かわせることは本当にその人にとって正しいこと

なのか、を考えるきっかけを与えてくれた一冊でもあります。今、私は研修医一年目に戻ったように思えます。 

ばらく、くすりのはなしをするな！」 

【ミタクリ漢方のおはなし 増永静人先生のこと】 

３．インフルエンザワクチンについて 

実施：平成 2９年 10 月 21 日（土）～平成３０年 3 月

末（助成期間は平成３０年 1月末まで） 

 当院での費用（自己負担額）は次のとおりです。  

１）堺市在住の 65歳以上の方（接種日時点）  

         自己負担額 1,500円  

２）13歳から 64歳以下の方および堺市外の 65才以上

の方 → 接種回数 1回  

           自己負担額 3,500円 

３）3歳から 13歳未満の方 → 接種回数 2 回 

    1回目、2回目ともに 3,500円 

なお対象の方で、市民税非課税の方は自己負担金が免除

です（介護保険料納入通知書を窓口にご提示ください）。 

 

 

『精神という問題は、現在やかましくなってきた「病の中の人間」、医者と患者の人間関係、

患者の社会的問題、そうした現代的な医療問題の根底に全て関連しているように思えるので

ある。』（経絡と指圧、昭和 58 年）増永静人先生は、1925 年（大正 14 年）生、京都大学文学

部哲学科を卒業後、指圧の世界に入られました。指圧学校の講師を務められ、「医王会」を主

宰されていましたが、1981 年（昭和 56 年）直腸癌のため逝去されました。まだ 57 歳の若さ

でした。私の父は予科（教養課程）終了後、本科（専門課程）に進む際に医師ではなく哲学

の道に進みたいと随分祖父母を困らせたという話をよく聞かされました。私が大学時代「そ

ろそろ漢方勉強したいんやけどなあ」と父に問うと、「医道の日本」という雑誌を持ってきて、

「お前、漢方の何を学ぼうと思ってるんや。これ、読んどいたらええわ。」と増永先生の論文

を渡されました。病人の背景を当たり前のように理解して治療にあたる姿勢が新鮮に映りま

した。研修医時代のことです。「△△さん、なかなか肘の痛みがとれないんです。附子（ぶし：

鎮痛作用のある生薬）の量を増やした方がいいですか。」「おまえの話は、薬のことばっかり

やな。△△さんは、毎日どんな仕事をしてはるんや。」「えーっと、N 製作所で働いてはりま

す。」「いや、そうではなく、どんな一日を過ごしてはるんかということや。」「それは、ちょ

っと（何でそんなことまで知らんとあかんのか、といぶかりながら）「おまえ、ちょっとつい

てこい」N 製作所では、突然訪れた私たちに一瞬驚いた表情をされました。「先生、どうしは

りました？」「ちょっと、仕事場を見学させてくれへんか。」「えっ？」「いつも加賀屋に来て

くれてはる△△さん、どんな一日を過ごしてはるか、こいつに教えたってくれ。」担当の方は、

すぐに（私の方をみながら）、にこっとして「わかりました。ガツンとかまされましたね。で



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【欣子先生の診察室だより】 

この祭りの間に台湾へ行ってきました。４回目の台湾は、まちづ

くりの現場をみるツアー。いま台湾ではやりのリノベーション（古

い建物を壊さず、新しい空間に作り直す）の現場をいくつか見学。

そして台中では最近できたばかりという大学の先生がつくったコ

ミュニティー密着型の高齢者・介護者向け＋まちの保健室のような

カフェ「有本生活坊」（なんと企業から提供のあった AI ロボットが

応対してくれましたよ！）。いろんな企業とタイアップし、店の維

持ができる仕組みをつくっているのです。また、商店なんだけど誰

も常駐してなくて、自分で計算してお金を入れて商品をもち帰るシ

ステム（なんと家賃や光熱費などもすべて公開！）の誠実商店。置

いている商品はその土地でとれたものや応援してあげたい手作り

石鹸など。子供たちにうれしい駄菓子もあり、まちのみんながその

店のお世話をしながら自然と元気になる仕組みです。最後は虹の

村。そこはひとりのおじいちゃんが８７歳から壁にカラフルな絵を

描き始めたのがきっかけでその軍人村の一画は取り壊しを逃れ保

存されることになったとのこと。いまや世界中から観光客が訪れる

一大観光地になっているのです。後ろに反れ、ひざは曲がり、体中

が変形していわゆる老人姿勢になってきます。そうなると内臓を圧

迫するので胃は上に上がり逆流が起こりやすくなり、食事が入らな

いこともあります。肺も圧迫されたくさんの酸素を吸い込むことが

できなくなるので息苦しくなります。脊椎の変形で神経も圧迫され

るのでいろんなところがしびれたり痛くなったり・・「こないだ全

身調べてなんもないっていわれたけど、なんでこんなに調子悪いん

やろ？」とやっぱり自分の体の不調に目が行くのです。「もう“年

“やんか！」・・医者になってからそんなことを言う先輩の医者を

軽蔑していたのですが、私も年をとってわかってきました・・やっ

ぱり年は年・・完全な体に戻ることはできないのです。今、平均寿

命で男性 80 歳、女性 87 歳。平均余命を考えても 85 歳から 90

歳ぐらいまで生きるのです。ところが健康寿命（健康上問題なく暮

らせる年齢）は堺市男性 69 歳女性 71 歳ですからそこから 20 年

近く、なんらかの不調を抱えて生きることになるのです。皆さんの

願いは最後まで元気でぽっくり逝くＰＰＫ（ピンピンコロリ）「75

ぐらいでころっといきたいわ～」と言われるのですが甘い！！悪い

ですがそう簡単には死ねません笑！！最後まで元気でいるために

はずいぶん努力が必要です。そして今はまだギリギリ大丈夫ですが

病院で死を迎えるのが本当に難しい時代が来ます。「もうあかんっ

てなったら病院で孫に囲まれて死なしてや！」そんなドラマみたい

な場面は 10 年後は珍しくなるでしょう。いままで医療の方針は厚

生労働省が決めていましたが、今は財務省が舵を切り出しました。

つまり”カネ“です。高齢者が増えていくと財政が持たない・・こ

応対してくれましたよ！）。いろんな企業とタイアップし、店の維持ができる仕組みをくっているのです。ま

た、商店なんだけど誰も常駐してなくて、自分で計算してお金を入れて商品をもち帰るシステム（なんと家

賃や光熱費などもすべて公開！）の誠実商店。置いている商品はその土地でとれたものや応援してあげたい

手作り石鹸など。子供たちにうれしい駄菓子もあり、まちのみんながその店のお世話をしながら自然と元気

になる仕組みです。最後は虹の村。そこはひとりのおじいちゃんが８７歳から壁にカラフルな絵を描き始め

たのがきっかけでその軍人村の一画は取り壊しを逃れ保存されることになったとのこと。いまや世界中から

観光客が訪れる一大観光地になっているのです。いずれも行政や大企業がお金をつぎ込んでつくった箱モノ

ではなく、最初は志を持った個人または一企業がぽつんと水に投げた石です。それが静かに波紋をおこすよ

うに周囲の共感を得て広がっていく様はこちらが元気をもらえました。 

ベースとなる国民性はどうでしょう？台湾の人は親戚とも近所とも仲良く、週末には大勢で集まって BBQ

など楽しむんだそうです。ひきこもりや孤立している人も少ないらしい。孫世代は頻繁に祖父母のお家に訪

れるので、台湾の高齢者は孫に教えてもらって iPad やスマホをつかいこなせるのだとか。なので世代間交流

なんてあえて考える必要はないのです。参加者の一人が「おばあちゃんのところに行って、面白いんですか？

私はいろいろとジャッジ（判断）されるから行きたくないわ！」と。うん、確かに。「いつ結婚するん？」「こ

どもはまだか？」「○○ちゃんは１部上場企業のご主人と結婚したで・・」日本では確かに評価されますね。

他人がどう思っているか、他人からどうみられるかを重要視しているよなあ。台湾は貧富の差が日本よりも

格段に激しくて億ションだらけの町もあれば、まだ物乞いをするひともいるのですが、総じて“ストレスが

ない”らしい。心に余裕があるせいか、人に優しい。温泉や駅のコインロッカーでオロオロしていると親切

に教えてくれます。それは多様な人種多様な価値観が入り混じっているけれど、他人に対してとても“寛容”

な社会だからだと感じました。（もし、「孫たちが最近来ないなあ」と思ったらどんな態度で接していたか思

い返してみてください 笑！）人が元気、まちも元気になるためのヒントは、他者に対する寛容性。なんか

意外な結論ですが、どこかの国の首相が国民に「このような人たち」発言をしたり「排除」する党首がいた

りを TV で連日みているからでしょうか？自戒の意味をこめて！ 笑 

 

【外来担当医一覧 ２０１７年１０月現在】  予約電話番号：０７２－２６０－１６０１ 

診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

巽/米本 三谷 巽／三谷 巽 巽／三谷 三谷 

午  後

（14:00-16:00） 

巽（予約） 

米本（訪問診療） 

巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  巽（訪問診療） 巽（予約） 

三谷（訪問診療） 

 

夜 診

（16:30-18:30） 

 三谷 三谷  三谷  

 


